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間活動の， とりわけ生産の基幹的左部分が企業vc .:b－－ いて行なわれている の であ
るが， 企業の活動に沿いては私的採算性の考膚が規定的であれ それは， 情報
の非公開性というよう左傾向を伴っている。 とのよう左性質は， 私企業に典型
的なものではあるが， 公企業や他の公共機関にも少左からず入り込んでいると























































ないとする考え方もある。 しかし， 少なくとも教育とは人聞の発展 ・成長を援
助しようとして意識的に働きか ける活動であることは確かであろう。 この働ぎ
かけを受けつつ発展・成長を遂げ， 人間形成を行なってゆく主体は， 教育を受





それならば， 個人の発展 ・ 成長とは， いかなることを意味するのであろうか。
人聞は個人のみで生きあものではなく， 人類の歴史の流れの中で、現実社会の一
員として生きてゆくものである。 このことから， 社会の 一員として， 人類社会
全体の福祉・発展にいかに寄与しうるかどうかが， 他人個人の成長 ・発展に対
する， 少なくとも一つの尺度にな不といえよう。 すなわち， 教育は， 本来， 個
人個人の持つ可能性事 ’ ひき出し， 人間性の全面的発展をはかるものではま1るが，
同時に， 究極的には人類全体の可能性を追求し， 社会全体わ発展につな がると
いう意義をもあわせ持っているといえよう。 もとより， このような人間形成は，
生涯を通じ， あらゆる機会において行なわれるべきものである。家長における
教育， 社会における教育， 学校における教育は， いずれもそ小部分を担当して
いる。
それならば， そのうちで学校教育が特に分担しているところは何であろうか。





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































増加率がそれぞれ 30 % , 5 8 % , 5 5%,9 6%, 4 1 %であるのに対し，












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































前陀は， 80 0～ 9 .0 0名の入院患者， 1日平均 13 0 0名の外来患者を扱っ
ていた。しかし教育・研究・診療の機能を教員（講座制陀基づく教員 92名おま
び附属病院所属の教員 13 2名。陥和44年 10月現在）のみによ勺て遂行す
るととは到底不可能であり九それには約 30 0名の医師の増員が必要と見積ら
































































































































在ある 1.0 0 0ベッドの診療の機能を確保するため陀は，附属病院としての性
格から看護単位数が多いという特殊性があゐので，現員の倍近くの看護婦が必
要といわれている。



























各年度の入学定員は， 1講座あたり修士課程は 2名，博士課程は 1名を基準
とされたが，昭和 37年度以降定員増加の措置がとられ，附置研究所の部門が

















































そこでは 25 6名の大学院生（修士課程 2年間の定員 14 8名，博士課程 5年









もし 10 0万円程度の資料集を一度入手すれば，その後 2～ 5年は，その講座
は1冊も図書の購入がでぎないし，文献稜写も年間 1講座あたり 18 0 0枚程
度しか許きれないという現状である。
自然、科学系の一例を挙げれば， 1講座約 20 0イに教授1名，助教授 1名，
助手2名，職員 1名，大学院生 7名，学部 4回生 6名の合計 18名が，設備，
備品，実験装置などとともに押し込められており，所によっては教授室にまで
大学院生の机を．持ち込まざるをえなくなっている。また，この 18名の講座で
使いうる研究費の年額は，共通経費を差し引けば 20 0～ 3 0 0万円程度とな
























































































































































’0 3年の最短の課程年限で博士の学位を取得する者は少なく， 1 0帰以下で
) IJ，その後 1～2年の研究を続けて取得する者が約 70%と多数を占め，さ




























































































































































































育K関してはA, B, C, Dの4「部Jから念る「系」を構成し，管理の
ある事項に関しては， B, D, Eの5「部」から左る「系 Jを構成すると
いうように，事項別・機能別K「系」を形成する方法と， (o）全事項Kつ
いて共通的K，構成メンバーとしての「部」を常K同じ〈する「系 Jを構
























































































































































































































































































































































































とのよう念目標をもっ専門教育の具体的内容は，それぞれの 分野 vc 1,， いて，
(a）きわめて基礎的をものを身Kつけるととでよいとする場合，（b）実際的・技
術的念ものを修得するととまで要求される場合， など差異があb， したがっ
て， 教育の程度， 年限等V(j;， いても差があってよいであろう。（a）では， 大学k
bける専門教育は， 現行の専門課程程度で十分であると考えるの に対し，（b)
では， 現行の大学院修士課程程度の内容までが専門教育として要求されると
とに念るo大学専門教育は， との ように目標 vc 1,， いてか� bの幅をもちうる
ものと考えられる。とのことは， それぞれの専門の学問の性質Kよるととも
K，社会的環境との関係も無視しえ念い要因であるといえよう。
とのよう に，専門教育K程度， 内容の差があるので， 在学年数を 一律K定












































































































































































































学生は第 1期（ 1回生）必よび第3期（ 3回生以降）は，各「部JK所属
し，「部」が教育の責任をもっ。とれK対し，第 2期（ 2回生） (,'C がいては，
「部Jへの潜在的所属性を失うわけでは念いが，生活の本拠を「部」から離
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